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   ５がつ みどりくみだより 

     （２歳児） 

  
  
新年度が始まり、あっという間に 1ヶ月が経ちました。少しずつ新しい環境に慣れ、子ども達の笑顔も増
えたように感じられます。登園の際、家族の方と離れられずに泣いていた子もグッと涙をこらえてバイバイ

と手を振っていたり、ハイタッチをしてニコニコした表情で登園する子が多く見られるようになり嬉しく思

います。 
さて、いよいよ連休に入ります。休みが続くと休み明けから不安な様子を見せる事がよくあります。安心して

園生活を送る事が出来る様、暖かい声を掛けていきたいと思います。連休明けにはみんな元気に登園できる事を

願っています。 

●子どもが安心して元気に生活できるために保育教諭が子どもにすること 
＊連休明けは情緒が不安定になったり、疲れが出たりすることがあるので、こまめに体調管理に気を付け配

慮していきます。 
＊給食中手づかみになる時は手をさり気なく添えてスプーン、フォークの持ち方を知らせます。 
＊一人ひとりの排泄の間隔に合わせてトイレに誘い、タイミングが合い排泄できた時には「できたね」と声

を掛け喜びを共感していきます。 
＊自分でやろうとする気持ちや自分でできたという喜びが持てるようにやる気や自信につなげていきます。 
＊不安な様子が見られる子には側に付き気持ちを受け止めて安心して過ごせるようにします。 

＊眠れない子にはそっと体をさすったり手を握ったりして、安心して眠りにつけるようにします。 
＊身近な草花を一緒に見たり触れたりしながら、子どもの気付きや発見に共感し、戸外遊びを楽しめるよう

にします。 

●子どもの遊びや教育的活動 
＊新しい環境に慣れ、安心する保育教諭の元で、自分の好きな玩具や居場所を見つけて過ごします。 

＊スプーンやフォークを使って、楽しい雰囲気の中で自分で食べようとします。 

＊トイレに興味を持ち、便座に座ってみようとします。 
＊保育教諭に手伝ってもらいながら簡単な衣服の着脱を自分でしようとします。 

＊保育教諭とゆったり関わりながら興味のある玩具を見つけて遊びます。 
＊自分の布団の中で安心して午睡をしようとします。  

＊虫や草花を見つけ自然に触れたり、初めて見る物には「これ何？」と思い思いに質問をします。 

〈お願いします〉 

＊衣類（パンツ・シャツ・靴下等）にクラス名・名前が無いものがあります。はっきりと分かりやすく記名して頂

きますようお願いします。また、朝履いてくるおむつにも記名をして下さい。 

＊少しずつトイレに興味を持ち始めています。スムーズにトイレに向かうことができるように、股にボタンが付

いていないシャツを着せて下さい。 



ようやく園生活が軌道にのってきましたので          

各クラスの様子をお伝えします。               こども園 緑組の１日の流れ 

     

              

    

                 

 

 
 

 
 

＜みんなと手を繋いで遊んだよ＞ 
園での生活にも少しずつ慣れ、子ども達は中庭や園

庭で元気よく遊んでいます。先生や友達に「こっちお

いで」と言い手を繋いで輪になりみんなで歌を歌った

り、砂場遊びや乗り物などの自分の好きな遊びを見つ

けて黙々と遊んでいます。 
友達にも少しずつ興味を持ち始め、隣のクラスから

泣き声が聞こえてくると、隣の様子をうかがおうと窓

や扉にしがみつき「あれ、○○ちゃん泣いてるね」「泣

かないでね」と心配そうにしている子も見られほっこ

りした気持ちになりました。 
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登園します。 
午前のおやつを食べます。 
戸外遊び(砂場、乗り物、回
転遊具等)をします。 
室内遊び(ままごと、ブロッ
ク、お絵かき等)をします。 
担当の保育教諭と給食を食

べます。 
お昼寝をします。 
 
午後のおやつを食べます。 
順次降園します。 

給食の時間が楽しみな子ども達です。 

元気良く戸外で遊んでいます。 黙々とパズルに挑戦しています。 


